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令和５年第１回竜王町議会定例会（第１号） 

                            令和５年２月２７日 

                            午後１時００分開会 

                            於 議 場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第 ２号 竜王町個人情報の保護に関する法律施行条例 

日程第 ４ 議第 ３号 竜王町個人情報保護審査会条例 

日程第 ５ 議第 ４号 竜王町情報公開条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第 ５号 竜王町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の 

            条例 

日程第 ７ 議第 ６号 竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議第 ７号 竜王町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する 

            基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議第 ８号 竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議第 ９号 竜王町道路占用料徴収条例および竜王町法定外公共物管理 

            条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議第１０号 令和４年度竜王町一般会計補正予算（第９号） 

日程第１２ 議第１１号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

            補正予算（第４号） 

日程第１３ 議第１２号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            補正予算（第３号） 

日程第１４ 議第１３号 令和４年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１５ 議第１４号 令和４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第１６ 議第１５号 令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第１７ 議第１６号 令和４年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１８ 議第１７号 令和４年度竜王町下水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１９ 議第１８号 令和５年度竜王町一般会計予算 

日程第２０ 議第１９号 令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

            予算 
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日程第２１ 議第２０号 令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            予算 

日程第２２ 議第２１号 令和５年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第２３ 議第２２号 令和５年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第２４ 議第２３号 令和５年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第２５ 議第２４号 令和５年度竜王町水道事業会計予算 

日程第２６ 議第２５号 令和５年度竜王町下水道事業会計予算 

日程第２７ 議員派遣について 

 



- 3 - 

２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番 澤 田 満 夫   ２番 中 村 匡 希 

 ３番 福 田 優 三   ４番 鎌 田 勝 治 

 ５番 橘   せつ子   ６番 尾 川 幸左衞門 

 ７番 大 前 セツ子   ８番 磯 部 俊 男 

 ９番 小 西 久 次  １０番 森 島 芳 男 

１１番 岡 山 富 男  １２番 貴 多 正 幸 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４  会議録署名議員 

 ２番 中 村 匡 希   ３番 福 田 優 三 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 西田 秀治  教育委員会教育長 甲津 和寿 

副 町 長 杼木 栄司  総 務 主 監 図司 明徳 

住 民 福 祉 主 監 兼 
住 民 課 長 

川嶋 正明  産 業 建 設 主 監 井口 清幸 

会 計 管 理 者 寺本 育美  総 務 課 長 寺嶋  要 

未 来 創 造 課 長 谷  大太  中 心 核 整 備 課 長 森  徳男 

税 務 課 長 中島 孝之  生 活 安 全 課 長 冨田 尚弘 

福 祉 課 長 中原 江理  健 康 推 進 課 長 西村 忠晃 

自 立 支 援 課 長 野村 博嗣  農 業 振 興 課 長 冨家 和典 

商 工 観 光 課 長 岩田 宏之  建 設 計 画 課 長 市岡 忠司 

上 下 水 道 課 長 森岡 道友  教 育 次 長 兼 
生 涯 学 習 課 長 

知禿 雅仁 

教 育 総 務 課 長 町田 啓司  学 校 教 育 課 長 岡﨑 吉隆 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 小森久美子  書 記 井村奈緒美 
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開会 午後１時００分 

○議長（貴多正幸） 皆さん、こんにちは。本来ですと、開会に先立ち、町民憲章

の唱和をするところですが、新型コロナウイルス感染症対策の関係で割愛させて

いただきます。 

ただいまの出席議員数は１２人であります。よって、定足数に達していますの

で、これより令和５年第１回竜王町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に、町長より発言の申出がありますので、これを認めること

にいたします。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） 皆さん、こんにちは。令和５年竜王町議会第１回定例会の開

会にあたり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私何

かと御多用の中、御出席をいただき厚く御礼を申し上げます。 

まもなく３月に入り、暖かな日差しの中に春の兆しが感じられるようになって

まいります。 

さて、本定例会では、令和５年度当初予算案を上程させていただきます。一般

会計におきましては、総額が過去最高の７１億８００万円であり、「町制７０周

年の節目に向けた積極投資予算」と位置づけております。「明るく元気で活力あ

ふれる強いまち竜王町」、「次世代に誇れるまち竜王町」づくりを柱とし、第六

次総合計画で定めた１０年後のあるべき姿、「若者も暮らしたい 希望かなえる 

輝竜の郷 ～心弾む 新時代へのチャレンジ～」の実現に向け、「交流・文教ゾ

ーン」の整備や竜王小学校の実施設計などの中心核整備を最優先事項として、重

点的かつ着実に推進するとともに、令和７年の国スポ開催に係る総合運動公園の

整備やスポーツクライミングの普及促進、また、子育て支援等を目的とした通学

定期補助及び夜間特別便、並びに小・中学生の医療費無償化を引き続き行うこと

で、町民の皆様の経済的負担の軽減を図ってまいります。 

あわせて、去る１月１２日に、竜王町が滋賀県内で初めて「バイオマス産業都

市」に選定されましたことに伴い、今後においては、家畜排せつ物や木質バイオ

マスなどの町内に存在する多様なバイオマスを活用し、竜王町バイオマス産業都

市構想に基づく耕・畜・工の連携によるバイオマス資源の地域内循環の実現を目

指してまいります。 

最後になりますが、本定例会に提案申し上げます案件につきまして慎重なる御
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審議を賜り、適切な御結論をいただきますようお願い申し上げ、開会にあたりま

しての御挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（貴多正幸） これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（貴多正幸） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１２５条の規定により、２番 中村匡希議員、３番 福田優三議員

を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（貴多正幸） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日２月２７日から３月２３日までの２５日間といたした

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） 御異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日２

月２７日から３月２３日までの２５日間と決定いたしました。 

なお、会期の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により会

議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどお願い申し上げます。 

これより、一般行政について町長より、また教育行政について教育長より、そ

れぞれ方針表明の申出がありますので、これを認めることといたします。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） 本日、ここに、令和５年第１回竜王町議会定例会の開会に当

たりまして、新しい年度に向けた町政の執行についてその方針を申し述べます。 

まず、我が国の経済は、コロナ禍からの社会経済活動の回復が進みつつある中、

穏やかな持ち直しもみられますが、世界的なエネルギー・食料価格の高騰や欧米

各国の金融引締め等による世界的な景気後退懸念など、経済を取り巻く環境には

厳しさが増しています。経済財政運営に当たっては、ウィズコロナの下で、総合

経済対策を迅速かつ着実に実行し、物価高を克服しつつ、社会課題の解決に向け

た取組を成長のエンジンへと転換し、経済を民需主導で持続可能な成長経路に乗

せていくこととしています。 
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これの実現のために、計画的で大胆な投資を官民連携の下で推進することとし

ており、具体的には、リスキリング支援も含む「人への投資」の抜本強化と成長

分野への労働移動の円滑化、地域の中小企業も含めた賃上げ等を進めつつ、科学

技術・イノベーション、スタートアップ、グリーントランスフォーメーション、

また、デジタルトランスフォーメーションといった成長分野への投資を促進する

とともに、重要物資の安定供給の確保や先端的な重要技術の育成等による経済安

全保障の推進、食料安全保障及びエネルギー安全保障の強化を図ることとしてい

ます。 

本町の令和４年度決算といたしましては、歳入は、町税収入について、町民税

は当初予算から微減を見込むものの、固定資産税は滋賀竜王工業団地における操

業開始等による増加を見込んでおりまして、全体としては増加する見込みでござ

います。 

歳出は、国の施策といたしまして、新型コロナウイルス感染症対策のため、集

団接種によるワクチン接種を推進するとともに、住民税非課税世帯等及び低所得

の子育て世帯に対して給付金を給付いたしました。あわせて、町独自施策といた

しまして、国の地方創生臨時交付金を活用し、割引クーポン事業、保護者へ負担

を転嫁させないための学校給食事業特別会計への支援、農業分野における燃油、

肥料及び飼料高騰対策支援、障害福祉事業所、介護保険事業所、放課後児童クラ

ブ及び保育所の物価・原油高騰に対する支援等を行いました。 

また、活力あふれるまちづくりとして、竜王町コンパクトシティ化構想におけ

る中心核整備として事業地造成の実施設計、新設道路の実施設計等を実施しまし

た。これ以外にも、農業振興地域整備計画の変更に係る基礎調査及び農業振興ビ

ジョンの策定、チョイソコりゅうおうの運行、若者も暮らしたくなる定住のため

の住まい助成を継続、自動販売機の導入をはじめとしたふるさと納税施策の拡充、

新たな企業誘致に向けた可能性調査を行いました。 

安心して暮らせるまちづくりといたしましては、竜王西小学校区における新た

な学童保育所の整備、小中学生の医療費無償化の継続、軽自動車の購入助成の継

続、総合運動公園内ボルダリング施設の整備、環境基本計画及び地球温暖化対策

実行計画の策定による基礎調査、内水監視システムの整備を行いました。 

令和５年度当初予算案につきましては、これまでのまちづくりの取組及び重点

施策プロジェクトの取組を継続しつつ、「活力と安心、新時代に希望かなえるま

ちづくり」のテーマを掲げ、「明るく元気で活力あふれる強いまち竜王町」、
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「次世代に誇れるまち竜王町」づくりを柱とし、第六次総合計画で定めた１０年

後のあるべき姿、「若者も暮らしたい 希望かなえる 輝竜の郷 ～心弾む新時

代へのチャレンジ～」の実現に向けた施策を推進していくことに対し予算を重点

配分しております。 

また、町制７０周年を迎えます令和７年には、竜王小学校の移転新築、滋賀県

で開催される国スポのスポーツクライミング競技の当町での開催を予定しており

ますが、今年度は、それに向けての節目の年として必要な事業を計画的に進めて

まいります。 

町税は令和４年度当初予算と同程度になる見込みですが、財政規律を守りなが

ら基金等の財源を活用し、竜王町コンパクトシティ化構想の推進等、将来に向け

た投資を積極的に行う予算とし、一般会計の歳入歳出予算総額を７１億８００万

円、対前年度５．６％の増としております。 

これまでのまちづくりの取組及び重点施策プロジェクトの取組を継続しつつ、

第六次総合計画の基本施策である、「豊かさ」、「やさしさ」、「つながり」の

３分野の重点プロジェクトを推し進めることで将来像の実現を目指していきます。

また、今後も加速する超少子高齢化や人口減少を見据え、持続的な発展を目指し

た効果的な施策の展開を図り、特に、竜王町コンパクトシティ化構想における中

心核整備については最優先事項として、その実現に向けて重点的かつ着実に推進

することとします。 

主な重点施策について、第六次総合計画の３分野の基本施策に沿って説明いた

します。 

「活力あふれるまちづくり～発展・進化を生み出す豊かさの創造～」は、本町

の地理的優位性や産業構造などの特徴を生かして、まちをより便利に、そして、

活性化することで魅力を発信していく取組に関する分野であり、まず、竜王町コ

ンパクトシティ化構想における中心核整備事業として、交流・文教ゾーンの造成

工事及び新設道路工事を行うとともに、居住ゾーンの整備に向けた整備方針、コ

ンセプト等の検討に着手いたします。 

次に、魅力ある地域農業の持続的な発展を目指す事業として、農地利用に係る

将来の方針を定める「地域計画」の策定に係る取組を行い農業振興地域の見直し

を行うとともに、農業基盤整備に向けた効果予測及びマーケティング調査を行い

ます。また、老朽化により機能が低下している施設の長寿命化を図るために、畑

地かんがい施設の機能診断を行います。さらに、本町の魅力である農業を推進す
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るために必要な支援を行います。 

次に、交通インフラの整備強化とネットワーク形成を目指す事業として、道

路・橋梁の長寿命化及び新たな道路開通に係る測量を行い、また、幹線交通及び

地域内交通の維持・確保に取り組みます。 

次に、選ばれるまちの実現に向けた魅力発信と新たな産業誘導を目指す事業と

して、定住人口獲得のために町の魅力を内外に発信するシティプロモーションを

行います。併せて、若者定住のための住まい助成を継続いたします。また、新た

な企業誘致の候補地検討を進めるために民間開発業者選定、事業化に向けた課題

の整理等に着手いたします。 

「安心して暮らせるまちづくり～次世代に引き継げるやさしさの創造～」は、

快適かつ安全な環境の中で、誰もが生涯にわたって健やかに安心して暮らせるま

ちを創出していく取組に関する分野でございます。 

本年４月１日からこども家庭庁が設置され、これによりこども政策の新たな推

進体制が整備されることとなったわけでございますが、本町におきましても、子

ども家庭支援と地域共生社会の実現に向けた包括的支援に取り組んでまいります。 

まず、全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産子育てができる環境整備を進め

るとともに、小・中学生の医療費無償化を継続します。また、各世帯が抱える複

合的な困りごとに対して、関係機関・地域住民が連携して解決できるよう包括的

な総合相談や地域づくりを推進します。 

次に、子どもの生き抜く力を育む魅力ある学校・園づくりとして、「確かな学

力」を育む学校教育を推進いたします。また、教職員が子どもと向き合う時間を

確保することに加えて、部活動指導員等の配置や増員により支援体制の充実を図

ります。 

次に、「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフといきいき健康づくり

を目指す事業といたしまして、国民スポーツ大会に向けた拠点整備及びスポーツ

クライミングを普及促進します。また、健康寿命の延伸を図る取組を行います。 

次に、自然災害への備えと地域防災力の向上を目指す事業といたしまして、農

業用ため池の災害リスク軽減に係る取組を行います。また、消防車庫設置に係る

実施設計及び小型動力ポンプの整備を行います。 

次に、カーボンニュートラルとバイオマス資源の地域内循環を目指す事業とい

たしまして、令和４年度の基礎調査を踏まえて環境基本計画等を策定するととも

に、バイオマス資源の活用に向けた調査等を行います。 
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「みんなで進めるまちづくり～新たな時代に対応したつながりの創造～」は、

まちづくりを効果的に進めるためのしくみづくりに関する分野であり、まず、地

域の元気づくりとコミュニティの活性化を目指す事業といたしまして、時代やニ

ーズに沿った新たな形での実施を検討した上で、ふるさと竜王夏まつり、第４０

回記念竜王町文化祭等を開催いたします。また、自治会が行う事業に対して助成

を行い、地域コミュニティの維持・活性化の取組も併せて行います。 

次に、デジタル田園都市国家構想の実現に向けたＤＸの推進に関する事業とい

たしまして、住民健診予約システムの導入をはじめとした行政手続のオンライン

化・事務のデジタル化に取り組みます。また、議会ＩＣＴ化に向け、タブレット

端末及びペーパーレス会議システムを導入いたします。 

方針の説明につきましては、第六次総合計画に沿った形とさせていただきまし

たが、予算編成に当たりましては、本町が過去から積み上げてきた実績を踏まえ

つつ、これまでのまちづくりの取組及び重点施策プロジェクトの取組も継続して

まいります。この方針の下、各事業の目的を見定め、明るく元気なまちづくりに

向けて取り組むとともに、令和７年の町制７０周年に向けて積極的に挑戦し続け

てまいります。 

また、これまで同様、現場重視の姿勢を大切にし、町民皆様の声を受け止め、

町政発展のため尽力してまいりますので、議員皆様方の格段の御指導・御協力を

はじめ、町民皆様方のより一層の御理解・御支援を賜りますようお願い申し上げ、

令和５年度に当たっての町政方針といたします。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（貴多正幸） 甲津教育長。 

○教育委員会教育長（甲津和寿） それでは、私のほうから、令和５年度竜王町教

育行政基本方針について説明させていただきます。 

お手元の基本方針１ページ目を御覧ください。 

令和５年度竜王町教育行政基本方針。「夢と志を持ち未来に向かってたくまし

く生き抜く人づくり～キラリと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり～」 

令和４年度も長引くコロナ禍により様々な制約を受ける中ではありましたが、

竜王町教育委員会では、事務局と学校・園・給食センターや公民館・図書館とこ

れまで以上に連携を密にしながら、「発想の転換」、「柔軟な対応」を合言葉に

知恵を絞り、アイデアを出し合いながら、学校教育・社会教育に係る行事、体験

活動、人と人をつなぐ事業等の推進に努めてきました。延期、規模縮小等、コロ

ナ禍の動向もあって、年度当初の計画どおりにはいかなかったこともありました
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が、できる限りの感染症対策を講じて、竜王ならではの活動や竜王だからこそで

きる事業に取り組むことができ、次のような成果を上げることができました。 

まず、学校教育分野では、全国学力学習状況調査、小学校の国語・算数・理科

の全ての教科において全国平均を上回ることができました。この結果は、「竜チ

ャレでキラリと光る竜王教育」を合言葉に、町を挙げて両小学校で継続して取り

組んでいる徹底反復学習竜王チャレンジタイムの成果であると実感することがで

きました。 

あわせて、町の自主公開アピール事業指定校として位置づけている竜王小学校、

竜王西小学校において、算数科を窓口とした校内研究の成果が学力調査の結果に

出たことで、町として、また、学校として学力向上につながる実践研究の重要性

を共通認識することができました。また、令和２年度から約２年間をかけて体制

整備を進め、町として初めて認定こども園を予定どおり令和４年４月に開園する

ことができました。さらに、数年来の課題であったアレルギー対応食が提供でき

る設備を令和４年の夏季休業中に給食センター施設内に整備することができ、２

学期以降順次、アレルギー対応食を提供することができるようになりました。 

一方、社会教育分野では、令和２年度以降３年連続して国の「早寝早起き朝ご

はん」推進校事業の委託を受け、町内小中学校と教育委員会及び保護者が連携し

て取り組みました。この継続した取組の成果が認められ、令和４年度優れた「早

寝早起き朝ごはん」運動の推進に係る文部科学大臣表彰を受賞することができま

した。また、竜王町地域学校協働本部と竜王西小学校学校運営協議会の「ふるさ

と学習推進プロジェクト」の取組が、「コミュニティ・スクールと地域学校協働

活動の一体的推進」に係る文部科学大臣表彰に選ばれました。このように全町体

制での竜王町の２つの取組が全国区で認められました。 

社会教育分野においては、令和７年の滋賀国民スポーツ大会のスポーツクライ

ミング競技の当町開催に向けて、竜王町準備委員会の設置、子ども向けボルダリ

ング教室の開催、特定強化選手の育成等の事業に取り組むとともに、国スポを契

機にボルダリングを町のシンボルスポーツとすべく、常設ボルダリング施設の整

備を進め、令和４年１１月３０日に施設が完成し、令和５年３月末に供用を開始

する運びとなりました。公共施設としては、県下初の県レベルの大会が開催可能

であり、今後広く利活用を促進していきたいと考えているところです。 

令和５年度は、こうした令和４年度までの実績を踏まえ、さらなる発想の転換

や柔軟な対応に努めつつ、学校教育と社会教育を車の両輪として、教育行政を力
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強く推進してまいります。特に滋賀国民スポーツ大会の開催、竜王小学校移転新

築開校を目指す令和７年度に向けて、令和５年度は「ホップ・ステップ・ジャン

プ」の「ホップ」の年度と位置づけ、３年間のロードマップを作成する中、計画

の初年度として見通しを持ち、進捗管理に努めながら、様々な施策を一歩一歩着

実に進めていく１年にしていきます。 

このことを前提に、令和５年度も基本目標を、「夢と志を持ち未来に向かって

たくましく生き抜く人づくり」とします。また、キラリと光る教育の推進で竜王

の人づくり、さらには、まちづくりの一翼を一層担わなければとの強い思いから、

「キラリと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり」を合言葉とします。この

「キラリと光る教育」には、「竜王ならではの教育、竜王だからこそできる教育、

県内外に自信を持って発信できる竜王の教育」を目指すという願いを込めていま

す。また、県下「初」の取組（挑戦）、県下「ナンバー１」の取組（向上）、県

下「オンリー１」の取組（創造）を「キラリと光る教育」実現の柱として位置づ

け、様々な教育施策を推進していきます。そして、令和４年度に引き続き、町内

はもとより、県内外への積極的な発信に努めます。 

これまで述べてきた基本目標や合言葉を具現化する礎となる基本理念を、「進

取果敢」とします。令和７年度という目標年度に向かって、自らが進んで新しい

物事に取り組むこと、また、ロードマップや計画に従い、ためらうことなく決断

し行動することを最優先とします。 

この基本目標、合言葉、基本理念を踏まえて、次の５つの行動方針を定めます。 

行動方針その１、個人の力と組織の力を生かした相乗効果による教育の質を高

める 

その２、県下「初」の取組（挑戦）、県下「ナンバー１」の取組（向上）、県

下「オンリー１」の取組（創造）を積極的に推進する 

その３、「キラリ」を意識して県内外へ情報発信し、竜王教育の魅力をアピー

ルする 

その４、常にＰＤＣＡサイクルを回し改善を図る（特に「Ｄ→Ｃ」に留意する） 

その５、時代を先読みし、課題に積極的に挑戦する教育行政を推進する 

この行動方針に基づき、乳幼児から高齢者までそれぞれの世代の思いに寄り添

う教育の推進に努めます。特に令和５年度は、 

１、子どもたちのたくましく生き抜く力を育む教育のさらなる充実 

２、竜王小学校令和７年度移転新築・開校に向けた諸準備の具体的な推進 



- 12 - 

３、令和７年開催の滋賀国民スポーツ大会に向けた計画的な準備と町を挙げて

機運醸成 

４、コンパクトシティ化構想「交流・文教ゾーン」における教育関係施設等の

整備検討 

という４大重点プロジェクトを計画的かつ一歩一歩着実に進めていかなくては

ならないことから、行動方針その４にあるように、事務事業の進捗管理に努める

中、特にＤからＣ（実行からチェック）に留意していきます。 

次に、学校教育、社会教育の各分野における推進目標と重点目標を以下のよう

に定めます。 

学校教育分野においては、次の推進目標と４つの重点目標を定めます。 

推進目標。 

「変化の激しい社会をたくましく生き抜く力を育む学校教育の推進」 

重点目標。 

その１、たくましく生き抜く力を育む学校教育の推進 

その２、心身の健やかな成長を保証する就学前教育・保育の推進 

その３、安全安心で笑顔があふれ、挨拶がこだまする学校・園経営 

その４、子どもの力を引き出し伸ばす教職員の指導力と実践力の向上 

社会教育分野においては、次の推進目標と５つの重点目標を定めます。 

推進目標。 

「豊かな人生を自ら切り拓いていくための資質や能力を育む社会教育の推進」 

重点目標。 

その１、心豊かでたくましい青少年の健全育成 

その２、人生１００年時代、全ての人が主人公を演じる生涯学習の推進 

その３、文化芸術の振興と文化財保護・活用の充実 

その４、明るく住みよいまちづくりをめざす人権教育の推進 

その５、「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフの推進 

以上、これまで述べてきた取組に対し、ＰＤＣＡサイクルをしっかりと回し着

実に推進していくために、教育委員会事務局と町長部局との一層の連携強化に努

め、感染症の拡大等厳しい状況が続く中であっても、夢と志を持ちキラリと光る

教育で竜王の人づくり・まちづくりに力強く取り組んでまいります。 

なお、詳しい具体な施策等は、６ページ以降を御高覧いただければと存じます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
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○議長（貴多正幸） 以上で、行政執行方針並びに教育行政基本方針の表明を終結

いたします。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第 ２号 竜王町個人情報の保護に関する法律施行条例 

日程第 ４ 議第 ３号 竜王町個人情報保護審査会条例 

日程第 ５ 議第 ４号 竜王町情報公開条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第 ５号 竜王町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の 

            条例 

日程第 ７ 議第 ６号 竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

日程第 ８ 議第 ７号 竜王町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する 

            基準を定める条例の一部を改正する条例 

日程第 ９ 議第 ８号 竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

日程第１０ 議第 ９号 竜王町道路占用料徴収条例および竜王町法定外公共物管理 

            条例の一部を改正する条例 

日程第１１ 議第１０号 令和４年度竜王町一般会計補正予算（第９号） 

日程第１２ 議第１１号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

            補正予算（第４号） 

日程第１３ 議第１２号 令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            補正予算（第３号） 

日程第１４ 議第１３号 令和４年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第１５ 議第１４号 令和４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第１６ 議第１５号 令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第１７ 議第１６号 令和４年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第１８ 議第１７号 令和４年度竜王町下水道事業会計補正予算（第３号） 

○議長（貴多正幸） 日程第３ 議第２号、竜王町個人情報の保護に関する法律施

行条例から日程第１８ 議第１７号、令和４年度竜王町下水道事業会計補正予算

（第３号）までの１６議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま上程いただきました議第２号から議第１７号までの
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各議案につきまして、提案理由を申し上げます。 

議第２号、竜王町個人情報の保護に関する法律施行条例につきましては、デジ

タル社会形成基本法に基づきデジタル社会の形成に関する施策を実現するため、

個人情報保護法の改正を含む関係法律について所要の整備がなされました。当該

改正により、個人情報保護法、行政機関個人情報保護法及び独立行政法人等個人

情報保護法が一つの法律に統合され、全国的な共通ルールのもと、個人情報保護

制度が運用されることとなりました。地方公共団体においても法の規定が適用さ

れることに伴い、法で許容された事項を条例において規定する必要があるため、

本条例を制定するものでございます。 

次に、議第３号、竜王町個人情報保護審査会条例につきましては、個人情報保

護制度の適正かつ公正な運営を確保することを目的として竜王町個人情報保護審

査会を設置するため、本条例を制定するものでございます。 

次に、議第４号、竜王町情報公開条例の一部を改正する条例につきましては、

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例については、平成２

８年３月７日に公布し、同年４月１日から施行したところです。当該条例におい

て竜王町情報公開条例の一部を改正したところですが、罰則規定の条項ずれが生

じていたため、条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議第５号、竜王町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条

例につきましては、地方公務員法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、

職員の定年を６５歳まで段階的に引き上げるとともに、管理監督職勤務上限年齢

制及び定年前再任用短時間勤務制に係る規定のほか、所要の規定を整備するため、

関係条例の一部を改正等するものでございます。 

次に、議第６号、竜王町手数料徴収条例の一部を改正する条例につきましては、

６町域の地域区分及び基準を見直すとともに、広告物等の安全対策を強化するた

め、滋賀県屋外広告物条例及び滋賀県屋外広告物条例施行規則が一部改正された

ことに伴い、広告物の区分変更等をする必要があるため、条例の一部を改正する

ものでございます。 

次に、議第７号、竜王町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例につきましては、近年の通園バスにおける

児童の置き去り事故等を受け、児童の安全を確保するため、児童福祉施設の設備

及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、放課後

児童健全育成事業所において児童の安全確保等に必要な措置を講じる必要がある
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ため、条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議第８号、竜王町国民健康保険条例の一部を改正する条例につきまして

は、出産費用等の状況を踏まえて出産育児一時金等の額を引き上げるため、健康

保険法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、当該支給額を引

き上げるため、条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議第９号、竜王町道路占用料徴収条例および竜王町法定外公共物管理条

例の一部を改正する条例につきましては、令和３年度の固定資産税評価額の評価

替え等を踏まえて道路の占用料の額を改定するため、道路法施行令の一部を改正

する政令が公布されたことに伴い、竜王町道路占用料徴収条例において規定する

当該占用料の額の改定と併せて道路法、道路法施行令等に準拠して規定する法定

外公共物の使用料についても改定するため、条例の一部を改正するものでござい

ます。 

次に、議第１０号、令和４年度竜王町一般会計補正予算（第９号）につきまし

ては、現在お認めをいただいております補正予算（第８号）までの歳入歳出予算

額が７９億４，４７９万３，０００円でございます。今回、この総額に歳入歳出

それぞれ２，４９０万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ７９億６，９７０万１，０００円とさせていただくものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳入におきまして、収入見込みによる

町税の増額、また、国の補正予算に伴う国庫支出金、町債等を増額し、さらに、

財政調整基金繰入金を減額するもの等でございます。 

歳出におきましては、既に執行が終わった予算残額の減額、または決算見込み

による減額のほか、国の補正予算に伴い中心核整備に係る交流・文教ゾーン道路

工事を増額し、また、今回の補正による歳入余剰分を基金に積み立てるため増額

するもの等でございます。 

これに加えて、令和４年度末までに事業が完了できない見込みとなっているも

の等について繰越明許費の追加及び変更を、地方債については限度額を変更する

ものでございます。 

次に、議第１１号、令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第４号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算

（第３号）までの歳入歳出予算額が１３億３，６４６万４，０００円でございま

す。今回、この総額から歳入歳出それぞれ７，９１３万７，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億５，７３２万７，０００円とさせ
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ていただくものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、執行見込みにより、一般被保険者療養

給付費、一般被保険者高額療養費等を減額するもの等でございます。 

次に、議第１２号、令和４年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

補正予算（第３号）につきまして、医科におきましては、現在お認めをいただい

ております補正予算（第２号）までの歳入歳出予算額が１，２６０万円でござい

ます。今回、この総額のうち、歳入について２３５万９，０００円の組替えをさ

せていただくものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、繰越金を増額することから一般会計繰入金

及び財政調整基金繰入金を減額するものでございます。 

歯科におきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第２号）ま

での歳入歳出予算額が４，８９０万５，０００円でございます。今回、この総額

に歳入歳出それぞれ２４５万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ５，１３６万３，０００円とさせていただくものでございます。 

補正予算の主な内容といたしまして、歳入につきましては、今後の見込みによ

り診療収入を減額するとともに、繰越金を増額するものでございまして、歳出に

つきましては、財政調整基金積立金を増額するもの等でございます。 

次に、議第１３号、令和４年度竜王町学校給食事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第２号）までの歳

入歳出予算額が６，３３６万３，０００円でございます。今回、この総額から歳

入歳出それぞれ１５６万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ６，１７９万９，０００円とさせていただくものでございます。 

補正予算の内容といたしまして、歳入につきましては、今後の見込みにより給

食費負担金を減額し、副食費免除に伴う一般会計繰入金を増額するとともに、歳

出におきましては、資材費を減額するものでございます。 

次に、議第１４号、令和４年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第２号）までの歳入

歳出予算額が１０億５，６２５万４，０００円でございます。今回、この総額か

ら歳入歳出それぞれ２，６２１万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１０億３，００４万３，０００円とさせていただくものでござ

います。 

補正予算の主な内容といたしましては、執行見込みにより保険給付費を減額す
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るとともに、その財源である国庫支出金等を減額し、また、介護給付費準備基金

に積立てを行うものでございます。 

次に、議第１５号、令和４年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算

額が１億３，３２０万円でございます。今回、この総額に歳入歳出それぞれ１１

１万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３，４

３１万３，０００円とさせていただくものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳入におきまして、本算定により保険

料を増額するとともに、保険基盤安定繰入金の額が確定したことから、一般会計

繰入金を減額するものでございます。 

歳出におきましては、後期高齢者医療広域連合納付金について、決算見込みに

より増額するものでございます。 

次に、議第１６号、令和４年度竜王町水道事業会計補正予算（第３号）につき

ましては、令和４年度竜王町水道事業会計の第３条で定めました収益的収入の既

決予定額３億５，７８７万３，０００円に今回１８万４，０００円を増額し、３

億５，８０５万７，０００円に、収益的支出の既決予定額３億３，１５０万３，

０００円に今回６７２万円を増額し、３億３，８２２万３，０００円に、また、

第４条で定めました資本的収入の既決予定額１億１，８２０万８，０００円から

今回１，０００万円を減額し、１億８２０万８，０００円に、資本的支出の既決

予定額２億１，９２７万５，０００円から今回２，２２１万８，０００円を減額

し、１億９，７０５万７，０００円とさせていただきたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、収益的収入及び収益的支出につきましては、

執行見込みによる増額、資本的収入及び資本的支出につきましては、執行見込み

による減額でございます。 

なお、これらに伴いまして、第４条括弧書きで定めております補填財源、第６

条に定めております企業債の限度額及び第９条に定めております議会の議決を経

なければ流用することのできない経費の職員給与費につきましても、改正させて

いただきたいものでございます。 

次に、議第１７号、令和４年度竜王町下水道事業会計補正予算（第３号）につ

きましては、令和４年度竜王町下水道事業会計予算の第３条で定めました収益的

収入の既決予定額５億２，４５０万２，０００円から今回５６０万８，０００円

を減額し、５億１，８８９万４，０００円に、収益的支出の既決予定額５億９１



- 18 - 

４万１，０００円から今回７０５万２，０００円を減額し、５億２０８万９，０

００円に、また、第４条で定めました資本的収入の既決予定額２億８３２万１，

０００円から今回１，１５９万５，０００円を減額し、１億９，６７２万６，０

００円に、資本的支出の既決予定額３億８，９３６万円から今回２２７万円を減

額し、３億８，７０９万円とさせていただきたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、収益的収入及び収益的支出、資本的収入及

び資本的支出、それぞれ執行見込みによる減額でございます。 

なお、これらに伴いまして、第３条なお書きで定めております支払利息及び企

業債取扱諸費の額及び企業債の額、第４条括弧書きで定めております補填財源、

第６条に定めております企業債の限度額並びに第１０条に定めております他会計

から補助を受ける金額につきましても、改正させていただきたいものでございま

す。 

以上、議第２号から議第１７号までの各議案につきまして、提案理由を申し上

げたところでございますが、議第１０号につきましては、詳細について担当課長

から説明させますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（貴多正幸） 寺嶋総務課長。 

○総務課長（寺嶋 要） ただいま町長から、議第１０号、令和４年度竜王町一般

会計補正予算（第９号）について、提案理由の説明があったところでございます

が、さらにその内容について、お手元配付の提出議案説明資料７６ページの令和

４年度３月補正予算概要により説明させていただきます。 

７７ページの主な歳出から説明させていただきます。 

電子情報処理費手数料７７０万円の減額は、モバイル端末リース初期設定費用

等の執行残を減額するものでございます。 

次に、電算プログラム開発業務委託料９８３万６，０００円の減額は、行政手

続オンライン化対応申請システムネットワーク関連整備業務について、国が行う

システム標準化の時期に合わせて整備することとしたため、予算額を全額減額す

るものでございます。 

次に、庁内ネットワーク再構築整備業務委託料１，５２４万９，０００円の減

額は、仮想ブラウザについて令和４年度末に更新される滋賀県情報セキュリティ

クラウドのオプション機能で対応できることとなったこと、テレワークシステム

について国のシステムが引き続き使用できることとなったこと及び入札による執

行残が生じたため減額するものでございます。 
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次に、電子通信機器等借上料５５０万円の減額は、６町共同調達によるモバイ

ル端末リースの執行残を減額するものでございます。 

次に、庁舎設備等管理業務委託料６７３万２，０００円の減額は、執行残を減

額するものでございます。 

次に、自治会館整備事業補助金１，０００万円の減額は、令和４年度に創設し

た自治会館の新築または改築に係る補助について申請がなかったことから、予算

額を全額減額するものでございます。 

次に、交流・文教ゾーン土質調査業務委託料６４２万５，０００円の減額は、

執行残を減額するものでございます。 

次に、交流・文教ゾーン造成等実施設計業務委託料６７７万５，０００円の減

額は、執行残を減額するものでございます。 

次に、交流・文教ゾーン道路工事１億５，０７０万円の増額は、国の補正予算

により新設道路工事を行うため増額するものでございます。 

次に、ＴＯＰＩＣＳ ＮＥＯシステム改修業務委託料７０７万５，０００円の

減額は、共通納税システムの対象税目に固定資産税及び軽自動車税が追加される

ことに係る対応及び納付書にＱＲコードを印刷するためのシステム改修について、

国の仕様が確定し、執行残が生じたため減額するものでございます。 

次に、自立支援給付費１，１００万円の増額は、障害福祉サービスに係る扶助

費の決算見込みにより増額するものでございます。 

次に、後期高齢者医療負担金１，２９９万９，０００円の減額は、市町負担金

の決算見込みにより減額するものでございます。 

次に、竜王西幼稚園跡施設改修工事１，２００万円の減額は、竜王西小学校区

放課後児童クラブ施設改修工事の執行残を減額するものでございます。 

次に、竜王西小学校原状復旧工事３１４万６，０００円の増額は、放課後児童

クラブが使用していた竜王西小学校の一室を会議室として使用できるよう原状復

旧するため、増額するものでございます。 

次に、子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）給付事業補助金５４０

万円の減額は、令和４年６月定例会においてお認めいただきました児童手当また

は特別児童扶養手当の支給を受ける住民税均等割が非課税である世帯に対する給

付金の執行残を減額するものでございます。 

次に、児童手当７７６万５，０００円の減額は、決算見込みにより減額するも

のでございます。 
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次に、登記事務委託料２７万５，０００円の増額は、旧医科診療所解体後の土

地・水路の分筆登記を行うため、増額するものでございます。 

次に、旧医科診療所解体等工事５００万円の減額は、決算見込みにより減額す

るものでございます。 

次に、農業委員会委員報酬８３０万５，０００円の増額は、県からの交付金が

追加で割り当てられたため、能率給分について増額するものでございます。 

次に、担い手確保・経営強化支援事業補助金１，６９１万５，０００円の増額

は、国の補正予算により２経営体に対して農業用機械の導入支援を行うため、増

額するものでございます。 

次に、県営日野川土地改良事業負担金１９６万円の増額は、滋賀県において、

国の補正予算により令和５年度に実施予定であった事業が前倒しで実施されるこ

ととなったことから、増額するものでございます。 

次に、日野川用水施設管理協議会負担金８８９万４，０００円の増額は、電気

代高騰に伴い補助金が増額交付され、また、国の補正予算により省エネ推進事業

分が措置され、補助金が増額交付されることにより増額するものでございます。 

次に、ため池詳細調査（耐震）業務委託料３，０００万円の増額は、国の補正

予算により山面地先の向山溜の耐震調査を行うため増額するものでございます。 

次に、町道道路改良・舗装他工事８８９万円の増額は、県内他市町で発生した

国費の執行残が本町に割り当てられることとなり、当該国費を活用して道路の舗

装改良を行うため、増額するものでございます。 

次に、災害防止対策工事５２１万３，０００円の減額は、執行残を減額するも

のでございます。 

次に、通学自動車管理用備品１１３万７，０００円の増額は、通園バスでの園

児置き去り事案を受けて、通園バス等への安全装置の設置が義務づけられたこと

により、バス内にセンサー機能を有するカメラ及びブザーを設置するため、増額

するものでございます。 

次に、修繕費９３万７，０００円の増額は、点検により竜王小学校及び竜王西

小学校の遊具を修繕する必要が生じたため、増額するものでございます。 

次に、防犯カメラ更新工事１４７万７，０００円の増額は、竜王中学校の防犯

カメラについて、経年劣化により取替えを行うことから増額するものでございま

す。 

次に、給食センター管理費といたしまして、点検により調理機器の修繕が必要
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となったことと、保冷機能を有する備品が故障し、新たに購入する必要が生じた

こと等により、２０８万２，０００円増額するものでございます。 

次に、歳入の増加等による余剰分について、財政調整基金に２，６５２万１，

０００円、公共施設維持管理基金に９９５万２，０００円、竜王町立竜王小学校

改築基金に９９２万９，０００円それぞれ積立てを行うことから、増額するもの

でございます。 

次に、人件費２，２３０万７，０００円の減額は、決算見込みによる不用額に

ついて減額するものでございます。 

続きまして、歳入補正予算の主なものについて説明させていただきます。 

７６ページを御覧いただきたいと思います。 

主な歳入から御説明いたします。 

まず、町税でございますが、町民税、固定資産税、町たばこ税について、それ

ぞれの収入見込みにより増額し、または減額するものでございます。 

次に、国庫支出金について、障害者自立支援給付費負担金５５０万円の増額は、

自立支援給付費の増額補正による増額、児童手当負担金５１７万７，０００円の

減額は、児童手当の決算見込みによる減額、子育て世帯生活支援特別給付金（そ

の他世帯分）事業費補助金５４０万円の減額は、給付金事業の減額補正による減

額、社会資本整備総合交付金（社会資本整備）９８６万３，０００円の減額は、

交付決定額に合わせた減額、社会資本整備総合交付金（防災安全）８，１８２万

３，０００円の増額は、国の補正予算により実施する交流・文教ゾーン道路工事

に対する増額、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金８，３３３万

６，０００円の増額は、令和４年度分の交付決定による増額、デジタル基盤改革

支援補助金４７４万３，０００円の減額は、行政手続オンライン化対応申請シス

テムネットワーク関連整備業務について、執行を見送ったことにより減額するも

のでございます。 

次に、県支出金について、障害者自立支援給付費負担金２７５万円の増額は、

自立支援給付費の増額補正による増額、農業委員会費交付金８０４万６，０００

円の増額は、追加で交付されることとなったことによる増額、担い手確保・経営

強化支援事業補助金１，６９１万５，０００円の増額は、農業用機械の導入支援

に係る町負担に対して全額補助されることによる増額、農地防災事業補助金３，

０００万円の増額は、ため池耐震調査に対して全額補助されることによる増額、

基幹水利施設管理事業補助金７３９万８，０００円の増額は、基幹水利施設の維



- 22 - 

持管理費に対して追加で交付されることとなったことによる増額、学校安全特別

対策事業費補助金５２万５，０００円の増額は、通園バスの安全装置設置に係る

経費に対して補助されることとなり、増額するものでございます。 

次に、諸収入について、埋蔵文化財発掘調査費８８４万１，０００円の減額は、

対象となる事業の執行見込みがないことにより減額するものでございます。 

次に、町債について、中心核整備事業債（総務債）７，３２０万円の増額は、

交流・文教ゾーン道路工事の財源とすることによる増額、社会資本整備事業債

（社会資本整備）８７０万円の増額は、当初見込んでいた国庫支出金の額が交付

決定の結果減額となったため、町債により補填することによる増額、社会資本整

備事業債（防災安全）９６０万円の増額は、当初見込んでいた国庫支出金の額が

交付決定の結果減額となったため、町債による補填及び県内他市町の国費執行残

が割り当てられたことによる歳出の増額補正による増額、緊急自然災害防止対策

事業債５３０万円の減額は、災害防止対策工事の減額補正による減額、中心核整

備事業債（教育債）２，４３０万円の減額は、県への協議の結果、小学校建築実

施設計に対する充当率を変更することとなったことによる減額、診療所整備事業

債８１０万円の減額は、旧医科診療所解体工事等の減額補正により減額するもの

でございます。 

次に、その他といたしまして、財政調整基金繰入金４億１，９４０万７，００

０円の減額は、令和４年度当初予算編成に係る財政需要分及び新型コロナウイル

ス感染症に係る町独自施策の財源としていたものについて、ほかの財源で補うこ

ととしたことによる減額、前年度繰越金は、予算化していなかった８，７６２万

８，０００円を増額するものでございます。 

次に、７７ページ下段から７８ページにかけまして、繰越明許費補正でござい

ますが、令和５年度へ繰り越して実施する事業を記載しております。これらは事

業の進捗等により令和４年度末までに完了できない見込みとなっているもの等に

ついて、追加及び変更するものでございます。 

次に、地方債補正でございますが、歳入において説明させていただいたものに

ついては割愛いたします。 

基幹水利施設保全管理事業債につきましては、滋賀県において、国の補正予算

により令和５年度に実施予定であった事業が前倒しで実施されることとなり、こ

れに対する負担金の財源とするため１９０万円を増額する変更を、公園整備事業

債につきましては、国スポ関連施設整備に係る国庫支出金の交付決定により１０
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万円を減額する変更を、公共施設等適正管理推進事業債につきましては、道路舗

装修繕計画に基づく長寿命化を目的とした舗装修繕工事の減額補正により１６０

万円を減額する変更を、道路メンテナンス事業債につきましては、岳川橋修繕工

事に係る国庫支出金の交付決定により１４０万円を増額する変更を、交通安全対

策事業債につきましては、県への協議の結果、事業の一部について借入れを取り

やめることにより３０万円を減額する変更を、消防防災設備整備事業債につきま

しては、小型動力ポンプの執行残について減額補正することにより１０万円を減

額する変更を行うものでございます。 

以上、令和４年度竜王町一般会計補正予算（第９号）の内容説明といたします。 

○議長（貴多正幸） この際、申し上げます。ここで午後２時２０分まで暫時休憩

いたします。 

休憩 午後２時０４分 

再開 午後２時２０分 

○議長（貴多正幸） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１９ 議第１８号 令和５年度竜王町一般会計予算 

日程第２０ 議第１９号 令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

            予算 

日程第２１ 議第２０号 令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定） 

            予算 

日程第２２ 議第２１号 令和５年度竜王町学校給食事業特別会計予算 

日程第２３ 議第２２号 令和５年度竜王町介護保険特別会計予算 

日程第２４ 議第２３号 令和５年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第２５ 議第２４号 令和５年度竜王町水道事業会計予算 

日程第２６ 議第２５号 令和５年度竜王町下水道事業会計予算 

○議長（貴多正幸） 次に日程第１９ 議第１８号、令和５年度竜王町一般会計予

算から日程第２６ 議第２５号、令和５年度竜王町下水道事業会計予算までの８

議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

西田町長。 

○町長（西田秀治） ただいま上程いただきました議第１８号から議第２５号まで

の各議案につきまして提案理由を申し上げます。 
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議第１８号、令和５年度竜王町一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ７１億８００万円と定めるものでございます。 

令和５年度予算に係ります基本的な方針等は、先ほど述べました行政執行方針

のとおりでございますので、主な取組内容について申し上げます。 

まず、「活力あふれるまちづくり」に対する取組といたしまして、次の４点で

ございます。 

１点目は、竜王町中心核「交流・文教ゾーン」整備の本格始動でございます。 

２点目は、魅力ある地域農業の持続的な発展でございます。 

３点目は、交通インフラの整備強化とネットワーク形成でございます。 

４点目は、選ばれるまちの実現に向けた魅力発信と新たな産業誘導でございま

す。 

次に、「安心して暮らせるまちづくり」に対する取組といたしまして、次の５

点でございます。 

１点目は、子ども家庭支援と地域共生社会の実現に向けた包括的支援でござい

ます。 

２点目は、子どもの生き抜く力を育む魅力ある学校・園づくりでございます。 

３点目は、「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフといきいき健康づ

くりの推進でございます。 

４点目は、自然災害への備えと地域防災力の向上でございます。 

５点目は、カーボンニュートラルとバイオマス資源の地域内循環でございます。 

次に、「みんなで進めるまちづくり」に対する取組といたしまして、次の２点

でございます。 

１点目は、地域の元気づくりとコミュニティの活性化でございます。 

２点目は、デジタル田園都市国家構想の実現に向けたＤＸの推進でございます。 

これらの事業の実施によりまして、令和７年の町制７０周年の節目に向け積極

的に取り組んでまいります。 

次に、議第１９号、令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億７，４００

万円と定めるものでございます。 

令和５年度につきましては、コロナ禍での物価等高騰に鑑み、財政調整基金の

繰入れにより、保険税率については令和４年度の税率に据え置くこととしており

ます。 
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今後とも適正に事務処理を行い、安定した財政運営を図るとともに、税の公平

性の観点からも引き続き未納対策にも努めてまいります。 

次に、議第２０号、令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ医科３１０万円、

歯科５，２６０万円と定めるものでございます。 

医科につきましては、あえんぼクリニックについて引き続き指定管理者制度を

活用し、医療サービスの提供及び地域住民の健康保持増進に努めます。 

歯科につきましては、外来診療を中心に、早期予防及び早期治療に取り組んで

まいります。また、健康推進と併せて福祉部門と連携し、保健事業や介護予防事

業にも積極的に取り組んでまいります。 

次に、議第２１号、令和５年度竜王町学校給食事業特別会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５，９２０万円と定めるものでござ

います。 

令和５年度につきましては、コロナ禍での給食資材等高騰に鑑み、保護者に負

担を転嫁しないよう、一般会計からの繰入れにより対応することとしております。 

次に、議第２２号、令和５年度竜王町介護保険特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億９，９３０万円と定めるものでござ

います。介護保険制度を持続可能なものとし、適正な介護サービスが受けられる

よう健全な財政運営を行い、地域で安心して暮らすことのできるまちづくりを目

指してまいります。 

次に、議第２３号、令和５年度竜王町後期高齢者医療特別会計予算につきまし

ては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３，３９０万円と定めるもの

でございます。 

次に、議第２４号、令和５年度竜王町水道事業会計予算につきましては、収益

的収入の予定額を３億５，９０７万円、収益的支出の予定額を３億２，１２８万

２，０００円、資本的収入の予定額を３億９，９１８万８，０００円、資本的支

出の予定額を５億１，９６６万４，０００円と定めるものでございます。 

水道事業につきましては、ライフラインの基盤整備として、今日的な課題であ

る管路施設について、安全で安心な水道水の供給ができるよう年次計画による改

良を進めてまいります。 

次に、議第２５号、令和５年度竜王町下水道事業会計予算につきましては、収

益的収入の予定額を５億２，３３７万６，０００円、収益的支出の予定額を５億
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８０３万３，０００円、資本的収入の予定額を２億５，０６７万円、資本的支出

の予定額を４億３，２５３万５，０００円と定めるものでございます。 

下水道事業につきましては、経営基盤の強化を図りながら、施設の効率的な維

持管理に努め、投資的経費の平準化等を進めてまいります。 

以上、議第１８号から議第２５号までの各議案につきまして説明を申し上げた

ところでございますが、議第１８号、議第１９号、議第２０号、議第２２号、議

第２４号及び議第２５号の詳細につきまして、順に担当課長から説明させますの

で、よろしく御審議を賜り御承認をいただきますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（貴多正幸） 寺嶋総務課長。 

○総務課長（寺嶋 要） 議第１８号、令和５年度竜王町一般会計当初予算の内容

について、お手元に配付いたしております提出議案説明資料８４ページの「令和

５年度当初予算案（一般会計）の概要」に基づき御説明申し上げます。 

令和５年度の一般会計予算の総額は７１億８００万円としており、前年度と比

較して３億７，９００万円の増、率にして５．６％の増としました。令和５年度

は、「明るく元気で活力あふれる強いまち竜王町」、「次世代に誇れるまち竜王

町」づくりを柱とし、第六次総合計画で定めた１０年後のあるべき姿、「若者も

暮らしたい 希望かなえる 輝竜の郷 ～心弾む 新時代へのチャレンジ～」を

実現するため、限られた財源の中でも、優先度を見極め、「町制７０周年の節目

に向けた積極投資予算」といたしました。 

特に予算を重点的に配分した事業について説明いたします。 

このページの中段以下を御覧ください。 

まず、「活力あふれるまちづくり」に対する予算でございます。 

１点目は、「竜王町中心核「交流・文教ゾーン」整備の本格始動」でございま

す。新・竜王小学校の建築に向けた造成及び新設道路工事等７億８，４９５万円

の計上は、「交流・文教ゾーン」の整備を進めるため、事業地造成・新設道路工

事を行うとともに、ゾーン内の公園基本設計を行うものです。 

竜王小学校跡地の居住ゾーン整備に向けた検討５２４万円の計上は、移転新築

後の竜王小学校跡地の活用による居住地の確保に向けた整備方針やコンセプトの

検討に着手するものでございます。 

２点目は、「魅力ある地域農業の持続的な発展」でございます。人・農地のみ

らいを考える「地域計画」の策定及び農業振興地域の見直し８３５万円の計上は、
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人・農地プランから地域計画への移行により、各集落単位での話し合いにおいて、

町が定めた竜王町農業振興ビジョンの方向性等の共有を図るとともに、農業振興

地域の見直しを行うものです。 

次のページに移りまして、農業基盤整備に向けた効果予測とマーケティング調

査４００万円の計上は、大区画化等の基盤整備に向けた効果予測を行うとともに、

農産物の顧客ニーズや市場動向の調査を行うものです。 

畑地かんがい施設の機能診断１，０００万円の計上は、山之上畑地かんがい地

区のパイプラインの機能診断を行い、機能保全計画の策定を行うものです。 

魅力ある「竜王」農畜産物の生産と産地づくり６００万円の計上は、本町の魅

力ある農業を推進するため、６次産業化の取組や耕畜連携による稲わら収集の取

組等を支援するものです。 

３点目は、「交通インフラの整備強化とネットワーク形成」でございます。道

路・橋梁の長寿命化と新たな道路開通に向けた準備１億７，００４万円の計上は、

巡検橋の修繕工事や町道の舗装修繕等により長寿命化を図ることで、通行の安全

を確保するものです。また、利便性の向上を目的として、国道８号と接続する町

道の新設に係る用地測量を行うものです。 

幹線交通と地域内交通の維持・確保５，３０６万円の計上は、既存の路線バス

の確保のための運行等に対する補助並びに通学定期補助及び夜間特別便を継続し、

また、町内の各拠点をつなぐ「チョイソコりゅうおう」についても、運行を継続

するものです。さらに、中心核整備による新たな交通体系を含めた移動手段の確

保及び利便性の向上を図るために地域公共交通計画を改訂し、町民の暮らしやす

い移動環境づくりを進めるものです。 

４点目は、「選ばれるまちの実現に向けた魅力発信と新たな産業誘導」でござ

います。まちの魅力発信と定住の推進１，６００万円の計上は、町の魅力を内外

に発信するシティプロモーションを行うとともに、若者定住のための住まい助成

を引き続き行うものです。 

新たな企業誘致の推進３００万円の計上は、名神高速道路竜王インターチェン

ジ周辺における新たな企業誘致の候補地検討を進めるため、民間開発事業者選定

及び事業化に向けた課題の整理等に着手するものです。 

次に、「安心して暮らせるまちづくり」に対する予算でございます。 

１点目は、「子ども家庭支援と地域共生社会の実現に向けた包括的支援」でご

ざいます。妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援３，９６０万円の計上は、
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安心して出産・子育てができる環境の整備を進めるため、伴走型相談支援及び経

済的支援を行うとともに、第３期子ども・子育て支援事業計画を策定するもので

す。また、小・中学生の医療費無償化を継続するものです。 

次のページに移りまして、地域まるごと包括的支援の推進７，５１５万円の計

上は、孤立、貧困、疾患等の各世帯の抱える複合的な困りごとに対し、関係機関、

地域住民が連携して、受け止め、伴走、解決できるための包括的な総合相談や地

域づくりを推進するものです。 

２点目は、「子どもの生き抜く力を育む魅力ある学校・園づくり」でございま

す。「確かな学力」を育む学校教育の推進８３９万円の計上は、引き続き町独自

施策として総合学力調査を実施するとともに、「徹底反復学習」に取り組み、さ

らに、英語教育について、認定こども園、小学校、中学校の系統性を一層重視し、

英語に慣れ親しむ機会を拡大するなど、さらなる充実を図るものです。 

教職員が子どもと向き合う時間の確保と地域で支える部活動の推進１，０８９

万円の計上は、教職員が授業研究や児童生徒と向き合える時間を確保して教育活

動を充実させるとともに、教職員の働き方改革の進展を図るため、スクール・サ

ポート・スタッフ、学校支援マネジャー、部活動指導員等の配置や増員により学

校の支援体制の充実を図るものです。 

３点目は、「「する・みる・ささえる」豊かなスポーツライフといきいき健康

づくりの推進」でございます。第７９回滋賀国民スポーツ大会開催を契機とした

スポーツ拠点の整備とスポーツクライミングの普及促進５，４４７万円の計上は、

令和７年度の国スポ開催を契機として総合運動公園内の芝生広場の拡張等を行い、

施設の利用促進を図るものです。また、開催に向けて国民スポーツ大会実行委員

会の運営を行うとともに、ドラゴンボルダリングジムを活用した普及啓発と大会

への機運醸成や竜王町クライミングアンバサダー（広報大使）による魅力発信に

加え、大会への出場を目指す地元出身選手の育成強化を行うものです。 

いきいき健康づくりと新たなりゅうおう健康プランの策定４３０万円の計上は、

健康いきいき竜王２１プランに基づき、地域や関係機関と健康課題の解決に取り

組み、高齢者のやりがい創造や健康寿命の延伸を図るものです。また、令和４年

度の基礎調査を踏まえて健康増進計画・食育増進計画・自殺対策計画を包括した

新たなプランを策定するものです。 

４点目は、「自然災害への備えと地域防災力の向上」でございます。農業用た

め池の災害リスク低減１，８００万円の計上は、地震に対するため池の耐震性能
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の診断を行うとともに、土砂流出防止及び貯水容量を確保するため、浚渫工事を

行うものです。 

地域防災力の強化に向けた消防設備の充実８０８万円の計上は、地域防災力の

強化を図るため、消防ポンプ車庫の整備に係る実施設計及び小型動力ポンプの整

備を行うものです。 

次のページに移りまして、５点目は、「カーボンニュートラルとバイオマス資

源の地域内循環」でございます。環境基本計画及び地球温暖化対策実行計画の策

定３００万円の計上は、「カーボンニュートラル」に向け、令和４年度の基礎調

査を踏まえて竜王町環境基本計画の改訂と新たな地球温暖化対策実行計画を策定

するものです。 

耕・畜・工連携によるバイオマス資源の活用に向けた調査３００万円の計上は、

近江牛の排せつ物等を活用したメタン発酵バイオ液肥・堆肥の分析等及び先進地

の事例調査を行うものです。 

次に、「みんなで進めるまちづくり」に対する予算でございます。 

１点目は、「地域の元気づくりとコミュニティの活性化」でございます。ふる

さと竜王夏まつりと第４０回記念竜王町文化祭等の開催５４０万円の計上は、地

域に活力があふれ、にぎわいが戻るような「夏まつり」、「文化祭」、「スポー

ツイベント」を開催するものです。 

自治会活動への支援と地域コミュニティの活性化４，１３６万円の計上は、地

域住民の自主性及び協調性の向上並びに個性的で魅力ある地域の形成と協働によ

るまちづくり意識の向上を図るため、自治会が行う事業に対し助成を行うもので

す。また、地域コミュニティの維持・活性化の取組を行うものです。 

２点目は、「デジタル田園都市国家構想の実現に向けたＤＸの推進」でござい

ます。行政手続のオンライン化・事務のデジタル化１，３１９万円の計上は、検

診（健診）のＷＥＢ予約システム導入をするとともに、測量成果物等の電子デー

タ化を行い、町民サービスの向上及び業務負担の軽減を図るものです。 

議会のＩＣＴ化推進４６０万円の計上は、タブレット端末及びペーパーレス会

議システムを導入することにより、議会運営の効率化及び迅速化を図るものです。 

次のページに移りまして、歳入予算におきましては、町税を３４億８，８８１

万円、対前年度３７２万円（０．１％）の減とし、令和４年度当初予算と同程度

を見込んでいます。これは、町税のうち固定資産税については、滋賀竜王工業団

地の操業開始による増収を見込むものの、法人町民税については、引き続き新型
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コロナウイルス感染症等による減収を見込むためです。普通交付税については、

令和４年度に引き続き不交付となる見込みです。 

このような状況において、依然として厳しい財政状況であることに変わりはな

く、歳出削減及び歳入確保に努めてもなお不足する所要の財源のため、財政調整

基金から３億７，２３６万円を取り崩すこととしました。これにより令和５年度

末の同基金残高は、１２億５，４００万円程度になる見込みです。 

続いて、議案書８３ページを御覧いただきたいと思います。 

第２表 債務負担行為につきましては、７つの事項についてそれぞれ期間及び

限度額を設定するものでございます。 

第３表 地方債につきましては、議案書８４ページでございます。それぞれ起

債の目的に応じて限度額を設定するものでございます。 

議案書７６ページに戻りまして、第４条で地方自治法第２３５条の３第２項の

規定による一時借入金の借入最高額を２０億円と定めるものでございます。 

以上、議第１８号、令和５年度竜王町一般会計予算の内容説明とさせていただ

きます。 

○議長（貴多正幸） 川嶋住民福祉主監兼住民課長。 

○住民福祉主監兼住民課長（川嶋正明） 続きまして、議第１９号、令和５年度竜

王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算につきまして、その内容を御説

明申し上げます。 

お手元の特別会計の歳入歳出予算に関する説明書３ページを御覧ください。 

歳入ですが、国民健康保険税は２億５４万６，０００円で、前年度と比較して

１，２９３万９，０００円の減額でございます。 

４ページの、国庫支出金につきましては２９万１，０００円で、前年度と比較

して２万９，０００円の減額でございます。出産育児一時金の増額に伴う健康保

険組合等出産育児一時臨時給付金を新たに計上しております。 

県支出金は９億５，５５４万５，０００円で、前年度と比較して７，６３６万

８，０００円の減額でございます。 

５ページの一般会計繰入金は７，０４８万７，０００円で、前年度と比較して

２５０万９，０００円の増額でございます。 

６ページの財政調整基金繰入金は４，６１３万８，０００円で、コロナ禍での

物価等高騰に鑑み、保険税率を令和４年度の税率に据え置くため繰入れを行うも

のでございます。前年度と比較して２，８６８万５，０００円の増額でございま



- 31 - 

す。 

次に歳出でございます。 

８ページを御覧ください。 

総務管理費につきましては、６５７万１，０００円でございます。内容といた

しましては、被保険者証の印刷発行等の一般事務経費、国保連合会電算レセプト

処理手数料、国保連合会負担金などで、前年度と比較して２１万３，０００円の

増額でございます。 

９ページにかけまして、徴税費につきましては、人件費、通信運搬費などで３

２７万５，０００円、前年度と比較して１万９，０００円の増額でございます。

運営協議会費につきましては４２万９，０００円で、前年度と比較して１２万１，

０００円の増額でございます。 

１０ページにかけまして、保険給付費の療養諸費が８億８５６万円でございま

す。医療費の実績を踏まえ算出しております。前年度と比較して５，６００万７，

０００円の減額でございます。 

高額療養費につきましては１億２，５４０万８，０００円で、前年度と比較し

て２，２３４万６，０００円の減額でございます。 

葬祭諸費につきましては９５万円で、前年度と比較して５万円の増額でござい

ます。 

出産育児諸費につきましては３５０万２，０００円で、前年度と比較して１４

万円の増額でございます。 

１２ページの傷病手当費につきましては１００万円で、令和３年度までは実績

がありませんでしたが、令和４年度に複数申請があったことから、９０万円の増

額としております。 

国民健康保険事業費納付金につきましては、医療給付費分が１億９，７８１万

９，０００円、後期高齢者支援金等分が７，３８１万８，０００円、介護納付金

分が２，０９９万５，０００円で、総額２億９，２６３万２，０００円でござい

ます。前年度と比較して１，２２５万１，０００円の増額でございます。 

保健事業費については、４０歳以上の被保険者に対する特定健康診査等の実施

が医療保険者に義務づけされており、特定健康診査等事業費が２，０５１万６，

０００円で、前年度と比較して８６万円の増額でございまして、保健衛生普及費

につきましては７３２万２，０００円で、令和５年度にデータヘルス計画を策定

することから、４２１万１，０００円の増額としております。 
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基金積立金は７万１，０００円で、財政調整基金の利息分でございます。 

諸支出金の償還金及び還付加算金は１１４万円、１６ページの繰出金は、県か

ら収入した特別交付金を施設勘定予算へ繰り出すもので、１５８万３，０００円

でございます。 

予備費については１００万円で、必要最小限の計上としております。 

今後も、健康推進課とともに被保険者の健康づくりや保健事業の推進及び情報

提供など健康づくりを支援し、もって、健康寿命の進展及び医療費の適正化に努

め、国保財政健全運営に取り組んでまいります。 

以上、議第１９号、令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

予算の内容説明とさせていただきます。 

続きまして、議第２０号、令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設

勘定）予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

特別会計の歳入歳出予算に関する説明書２３ページを御覧ください。 

まず、医科の歳入でございますが、財産収入につきましては６６万円で、保険

調剤薬局への土地建物の貸付けによるものでございます。 

一般会計繰入金２４３万８，０００円につきましては、令和４年度において本

会計の財政調整基金を全て処分するため、財源不足に対して一般会計から繰り入

れるものでございます。 

次に、歳出でございますが、２５ページの施設管理費につきましては３０万１，

０００円で、前年度と比較して９９８万１，０００円の減額でございます。これ

は、令和４年度につきましては、医療従事者確保支援交付金を計上していたこと

によるものでございます。 

医業費につきましては、医療用機械器具に係る修理費が１０万円でございます。 

公債費につきましては、あえんぼクリニックの整備に伴い借り入れた町債の元

利償還金で、２３９万９，０００円でございます。 

医科診療所では、指定管理者制度を活用し、民間の医療機関のお力をお借りし

まして、さらに地域住民の健康保持増進並びに疾病予防、早期発見及び早期治療

に努めるとともに、保健・福祉・医療の連携を図りながら、地域に根差した安定

した医療・保健事業に努めてまいります。 

次に歯科でございますが、まず、歳入につきまして、３１ページの外来収入は

３，９８４万４，０００円、３２ページにかけての介護サービス収入につきまし

ては、７８万５，０００円でございます。事業勘定繰入金の１５８万３，０００
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円は、歯科保健事業に対する国庫補助分に関する事業勘定からの繰入金でござい

ます。 

３３ページにかけての他会計繰入金につきましては、８２万８，０００円でご

ざいます。 

財政調整基金繰入金につきましては、６５５万２，０００円で、施設の維持管

理費分及び歳入不足分に対して繰入れを行うものでございます。 

次に、歳出でございますが、３５ページから３７ページにかけて、総務費とい

たしまして、歯科診療所の一般管理費、研修研究費及び歯科保健の管理費が４，

２２４万３，０００円で、前年度と比較して４１１万８，０００円の増額でござ

います。これは、令和５年度において施設修繕等を行うことによるものでござい

ます。 

次に、医業費につきましては、９８４万７，０００円でございます。 

本年度も、保健行政や地域、学校、家庭、町内開業医と連携しながら、乳幼児

から高齢者まで全町民を対象に、健康づくりは「健康な歯から」、「治療より予

防」を合い言葉に、診療業務と併せて各ライフステージに合った歯科保健事業に

努めてまいります。 

以上、議第２０号、令和５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

予算の内容説明とさせていただきます。 

○議長（貴多正幸） 中原福祉課長。 

○福祉課長（中原江理） 続きまして、議第２２号、令和５年度竜王町介護保険特

別会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

特別会計の歳入歳出予算に関する説明書５９ページを御覧ください。 

まず、歳入でございますが、保険料につきましては、６５歳以上の第１号被保

険者保険料で、日本年金機構などで年金から徴収される特別徴収保険料や普通徴

収保険料で２億６，２３１万７，０００円、前年度と比較して８０万８，０００

円の増額でございます。 

国庫支出金につきましては、介護給付費負担金が１億７，５３８万６，０００

円、ページをおめくりいただきまして、調整交付金が８２１万９，０００円、地

域支援事業交付金の介護予防事業が３０７万２，０００円、包括的支援事業・任

意事業が３６５万６，０００円で、それぞれルール分でございます。また、高齢

者の自立支援・重度化防止等に向けた保険者の取組に対して交付される保険者機

能強化推進交付金が２３２万円、介護予防、健康づくり等に資する取組に対して
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交付される保険者努力支援交付金が２１８万１，０００円でございます。支払基

金交付金は、第２号被保険者の保険料を原資として介護給付費交付金が２億５，

７４６万８，０００円、地域支援事業支援交付金が４１４万７，０００円でござ

います。 

６１ページに移りまして、県支出金は、介護給付費負担金が１億３，４５２万

５，０００円、地域支援事業交付金の介護予防事業が１９２万円、包括的支援事

業・任意事業が１８２万７，０００円で、それぞれルール分でございます。 

ページをおめくりいただきまして６２ページ、繰入金につきましては、一般会

計繰入金が１億４，１７１万円で、内訳は、介護給付費繰入金が１億１，８４７

万９，０００円、その他一般会計繰入金が１，９４８万４，０００円、地域支援

事業繰入金の介護予防事業が１９２万円、包括的支援事業・任意事業が１８２万

７，０００円でございます。また、介護給付費準備基金繰入金が５０万８，００

０円でございます。 

次に歳出でございます。 

６５ページを御覧ください。 

総務管理費が１５４万９，０００円、徴収費が１２４万３，０００円でござい

ます。 

ページをおめくりいただきまして６６ページ、介護認定審査会費が６５７万２，

０００円でございます。主なものは、意見書作成手数料、介護認定審査会への負

担金等でございます。 

６７ページから６８ページにかけまして、要介護認定を受けられた方々の居宅

介護サービス、施設介護サービス、地域密着型介護サービスなどの介護サービス

等諸費が８億７，７８２万円、要支援認定を受けられた方々の介護予防サービス、

介護予防サービス計画などの介護予防サービス等諸費が３，８６６万５，０００

円、ページをおめくりいただきまして７０ページ、高額介護サービス等費が１，

４９４万１，０００円、特定入所者介護サービス等費が１，８４３万８，０００

円、７１ページに移りまして、高額医療合算介護サービス等費が２７０万９，０

００円、その他経費を含め保険給付費全体で９億５，３６２万３，０００円とな

り、前年度と比較して４４２万３，０００円の減額でございます。 

地域支援事業費につきましては、介護予防・生活支援サービス事業費が１，４

６２万１，０００円でございます。一般介護予防事業費につきましては、５９４

万５，０００円でございます。地域の介護予防活動の支援に係るものです。 
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任意事業費は４９３万９，０００円で、主なものは、緊急通報システム運営事

業委託料、配食サービス見守り事業、介護保険システム保守業務でございます。 

認知症総合支援事業費は４５１万６，０００円で、主なものは、認知症地域支

援推進員の人件費、認知症カフェ運営委託料等でございます。 

７５ページの一般会計繰出金につきましては、一般会計において実施する包括

的支援事業及び生活支援体制整備事業のルール分として、保険料を原資に繰り出

すものでございまして、４６０万２，０００円でございます。 

今後も、介護サービス基盤の安定、強化を図りながら、住民の皆様とともに介

護予防、健康づくり、認知症対策等に取り組み、高齢者が地域でいきいきと安心

して暮らせるよう、適正な介護保険の運営に努めたいと考えております。 

以上、議第２２号、令和５年度竜王町介護保険特別会計予算の内容説明とさせ

ていただきます。 

○議長（貴多正幸） 森岡上下水道課長。 

○上下水道課長（森岡道友） 続きまして、議第２４号、令和５年度竜王町水道事

業会計予算につきまして、その内容を御説明申し上げます。 

予算書を御覧ください。 

１ページ、第２条、業務の予定量といたしまして、給水戸数につきまして３，

９６０戸、年間総配水量につきまして１５４万４，０００立方メートル、１日平

均給水量につきまして３，９００立方メートル及び主な建設改良事業といたしま

して、管路更新事業に係る事業費２億９，６００万円及び山中配水池防水工事１

億７，０００万円をそれぞれ予定するものでございます。 

次に、第３条、収益的収入の予定額といたしまして３億５，９０７万円、収益

的支出の予定額といたしまして３億２，１２８万２，０００円と定めるものでご

ざいます。 

収益的収入の内訳といたしまして、営業収益が３億９７万２，０００円、営業

外収益が５，８０８万８，０００円、特別利益が１万円でございます。 

収益的支出の内訳といたしまして、営業費用が３億８１５万４，０００円、営

業外費用が１，２８２万８，０００円、予備費が３０万円でございます。 

次に、第４条、資本的収入の予定額といたしまして３億９，９１８万８，００

０円、資本的支出の予定額といたしまして５億１，９６６万４，０００円と定め

るものでございます。 

資本的収入の内訳といたしまして、企業債が３億６，１６０万円、補助金が２，
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５００万円、他会計負担金が１，２５８万８，０００円でございます。 

資本的支出の内訳といたしまして、建設改良費が４億８，１１１万３，０００

円、企業債償還金が３，８５５万１，０００円でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対しまして１億２，０４７万６，０００

円の不足となりますが、これにつきましては、過年度分及び当年度分損益勘定留

保資金、当年度分消費税資本的収支調整額並びに当年度利益剰余金で補填させて

いただくこととしております。 

次に、第５条で債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額といた

しまして、地方公営企業会計支援業務を令和６年度から令和８年度までの期間で

限度額２５０万円と、山中配水池防水工事を令和６年度で限度額２億８，０００

万円と、第６条で企業債の限度額を３億６，１６０万円と、第７条で一時借入金

の限度額を１，０００万円と、第８条で予定支出の各項の経費の金額の流用とい

たしまして営業費用と営業外費用との間と、第９条で議会の議決を経なければ流

用することのできない経費といたしまして職員給与費２，８０７万１，０００円、

交際費２万円と、第１０条で一般会計等から受ける補助金といたしまして３，１

９６万円と、第１１条でたな卸資産購入限度額を５００万円と定めるものでござ

います。 

以上、議第２４号、令和５年度竜王町水道事業会計予算の内容説明とさせてい

ただきます。 

続きまして、議第２５号、令和５年度竜王町下水道事業会計予算につきまして、

その内容を御説明申し上げます。 

予算書を御覧ください。 

１ページ、第２条、業務の予定量といたしまして、接続戸数につきまして３，

３００戸、年間総処理水量につきまして１６５万１，０００立方メートル、１日

平均処理水量につきまして４，５００立方メートル及び主な建設改良事業といた

しまして、管渠調査及び更新事業等に係る事業費１億３，５３８万８，０００円

をそれぞれ予定するものでございます。 

次に、第３条、収益的収入の予定額といたしまして５億２，３３７万６，００

０円、収益的支出の予定額といたしまして５億８０３万３，０００円と定めるも

のでございます。 

収益的収入の内訳といたしまして、営業収益が２億９１１万２，０００円、営

業外収益が３億１，４２６万円、特別利益が４，０００円でございます。 
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収益的支出の内訳といたしまして、営業費用が４億６，５４８万１，０００円、

営業外費用が４，２０５万２，０００円、予備費が５０万円でございます。 

次に、第４条、資本的収入の予定額といたしまして２億５，０６７万円、資本

的支出の予定額といたしまして４億３，２５３万５，０００円と定めるものでご

ざいます。 

資本的収入の内訳といたしまして、他会計出資金が１億４，１４６万９，００

０円、企業債が１億９０万円、補助金が８００万円、分担金が３０万円、負担金

が１，０００円でございます。 

資本的支出の内訳といたしまして、建設改良費が１億５，５９３万円、企業債

償還金が２億７，６６０万５，０００円でございます。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対しまして１億８，１８６万５，０００

円の不足となりますが、これにつきましては、過年度分及び当年度分損益勘定留

保資金並びに当年度分消費税資本的収支調整額で補填させていただくこととして

おります。 

次に、第５条で債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額といた

しまして、地方公営企業会計支援業務を令和６年度から令和８年度までの期間で

限度額２５０万円と、第６条で企業債の限度額を下水道事業が５，６２０万円、

資本費平準化債が４，４７０万円、未利用利子が８５０万円と、第７条で一時借

入金の限度額を５億円と、第８条で予定支出の各項の経費の金額の流用といたし

まして営業費用と営業外費用との間と、第９条で議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費といたしまして職員給与費２，５５０万９，０００円と、

第１０条で一般会計から受ける補助金といたしまして１億５，８８８万９，００

０円と定めるものでございます。 

以上、議第２５号、令和５年度竜王町下水道事業会計予算の内容説明とさせて

いただきます。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２７ 議員派遣について 

○議長（貴多正幸） 次に、日程第２７ 議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

会議規則第１２６条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派遣すること

にいたしたいと思います。 

なお、緊急を要する場合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、
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これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（貴多正幸） 御異議なしと認めます。 

よって、本件はそのように決定いたしました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長まで報告していただくようお願い

いたします。 

以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもって本日の会議を閉じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後３時１０分 


